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（126）火九 、正年泗月　
ム

十
・

五H，

．

僉

録
）

o

羹
價

婁
疉

爵
料
に

喬
喜
盈
罍
麌
○
ホ

冫
。

の

卵
の

班

酸
素
の

量
に

對
し
て

、

一

定
の

酸
化
度
が
あ
る

ら
し
く

思
は

れ

る。

換
言
す
れ

ば

此
の

發
光
に

對
す
る

酸

素
の

量
に

は

最
艮

極
限

が

あ

つ

て
、

酸

素
が

全
く

無
（

な

れ

ば

勿

論
發
光
し
な
い

が
、

叉

酸
素

が

多
量
に

過
ぎ

て

も
不

良
で

あ
る
．

こ

れ
等
の

關
係
を
徇
一

層
定

量

的
に

决
定
し
て

み

た

い

と

思
つ

て
、

私
は

正

確
な

側
壓
器
を
注

丈

中
で

あ
る
。

兎
に

角
正

確

な

實
驗
の

上

で

な

け
れ

ば

分
ら

な
い

が

こ

の

材
料
の

發
光
に

對
し
て

酸

素
の

量
に

は

鬱
綴
が

あ
る

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
ミ

　
　ニ
　
　
マ

　
　
ム

軒
巍
夢
讎
髷
誘
難
器
講
籏
康

鍛
織

の

發
光

蔵
水
が

絶

對
に

必

要
だ

か

ら、

假
り

に

水
は

極
少

量
で

あ
る

に

し
て

も、

水
と
酸

素
が

併
存
す
る

以
上
は
、

酸
素
の

量
が

百
％

に

逹
す
る
・
、

と
は

な

い

譯
で

め
る
。

こ

の

關
係
を
圖
に

表

す

と

明
瞭
に

な

る

と
思
ふ

。（

大
正

九
1

二
・

二

三
）

　
　
（

紳
田
左

京
）

　

　
　

●
滋
養
價
を

異
に

せ

る

飼
料
に

て

あ
　

　
　

　
　

飼
育
せ

る

蠶
冨

蟲
の

成
果

『
　

　
農
學
博

耒
澤

英

吉
『

朝
摘

及

夕

摘
桑
葉
・

飼
料
的

價
値
二

就
テ

』

蠱
業
試
嶮

嚢

　

　
告
』

第
三

卷
第
六

號
三

二

】
r

三

三

五

頁
大

正

七

年
九

月
）

　

　
從
來
夕

摘
桑
葉
は

朝
摘
桑

葉
に

比

較
し
滋

養
價
大

な

る

を

以
て

夕
摘
の

方

合
理

的
な

り

と
信
じ

ら
れ

居
た

り

し
か

ど、

從
來
の

研

　

究
は

單
に

桑
葉
の

特
殊

成
分
を

分
析

し
だ

る

に

止

ま
り

其
の

他
に

　
は

及
ば
さ

b
き

。

著
者
は

更
に

進
み
て

朝
摘

葉
と
夕
摘
葉
と

を
以

ニ

ニ

て

蠶
兒
を

飼
育
し、

蠶
の

營
養
に

及
ぼ

す

關
係
を
調
査
し、

其
飼

料
的

價
殖
の

差
異
を
闡
明
せ

ん

と
せ

ウ
。

其
の

結
果
を

摘
録
す

れ

ば

次
の

如
し。

　

夕
摘
桑
葉
は

朝
摘
葉
桑
に

比

し
炭
水
化
物、

脂
油
等
の

ズ

ネ

ル

ギ

ー

原
質
に

富
む

。

、

是
を

攝
取

し
陀
る

蠶
見
の

體
質
も

亦
同
樣
の

差
あ
b

。

然
れ

ど
も

食

桑
中
並
に

眠
起
の

經
過、

絹
質
物
の

生

産
、

繭
絲
の

性
質
等
は
兩

者
に

差
異
を
認
め

す。

故
に

絲
繭
用
飼
料

と

↓
て

の

價
儖
は

摘
探

時
刻
に

依
り

て

差
異
な

き
も
の

と

見

做
す
こ

と
を

得
べ

し。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

石
川
金
太
郎
）

　

　
　

●
ホ

・

ジ

冂

の

卵
の

斑

　

挿
鬪
の

卵
は

、

飛

輝
産
ホ

・

ジ

ロ

五

砌
の

所

産
で

あ
る

。

上

列

−

向
つ

て

右
よ
り

第
二

迄、

下

列
同

第
二

迄
の

四

顆
は、

同
一

巣
内

六

顆

中
よ

り

得
し

も
の

。

假
に

甲

例
と
名
づ

け
ん

。

次
に

上

列
右

よ

b
第
三
、

下

列
同
第

三

は
、

他
の

同
一

葉
内
五

顆
中
よ
り

獲
し

も
の
。

暫
く

乙

例
と

名
づ

け

ん
。

更
に

上

列
第
四

、

下

列

第
四
は

叉

他
の

同
一

菓
内
四

顆
中
の

二

顆、

之

を
丙
例
老
せ

ん
。

下

列
左

端
は

、

更
に

他

菓
内
三

顯
中
の
一

で
・
の

る，

之

を
丁

例
と
セ

ん。

　

甲
例
鳳

六

顆
と

も

斑
條
が

大
同
小

異
で

あ
つ

把

が、

就
中、

圖

の

上

列

第
二

の

が

其
斑
著

し
く

太
い

。

丙

し
て

大
さ

が

他
の

三

例

よ

り

も

稍
太
い
。

乙

例
は

斑
條
が

太
き
日

端
に
の

み

集
中
し
て

ゐ

る

の

が

特

色
で

あ

る。

同

集
五

顆
と

も

大

同

小

異
の

斑
條
で

あ
つ

た。

丙

例
は

斑
點
の

み

で

線
が

殆
ん

ど
認
め

ら
れ

す、

且
つ

斑
點

の

數
も

至
つ

て

少
い

の

が

特
色
で

四

顆
も

大
同

小
異
で

あ
る
。

丁

●
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